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ブルキナファソ国苗木生産支援プロジェクト 

終了時評価 

現地ワークショップ報告（中央州） 

 

【日時】2012 年 10 月 5 日（木）09:00～12:00  

【場所】環境・持続開発省(MEDD)森林局会議室 

【参加者】中央州対象郡の森林官・苗木生産者・植林業者 13 名、森林局 NC 代理、二澤専門家、滝永専門家、バジオモ苗木プロジェクト・スタ

ッフ、ガンソレ JICA プログラム・オフィサー 

【目的】プロジェクトのターゲット・グループより、１）能力向上活動、２）協議会、３）活動の持続性についての意見を聴取する。 

【プログラム】 09:00～09:25 全体説明・自己紹介 

 09:25～10:05 ディスカッション設問への回答記入 

 10:05～11:00 能力向上に関するディスカッション 

 11:00～11:15 コーヒーブレーク 

 11:15～12:00 協議会と今後の活動についてのディスカッション 

【形式】 評価分析コンサルタントとプロジェクト専門家が予め準備した６つの設問（下記参照）に対し、個々人が回答をシートに記入。記

入したシートを、設問毎、更に回答者の職業別に分け、壁に貼り付ける。評価分析がファシリテーターとなり、その回答に関するディスカッ

ションを行った。 

  

  設問内容 

１． プロジェクトに参加して身に着けたものは何ですか。 

２． その技術・知識を身に着けるのに役立ったプロジェクト活動は何ですか？ 

３． その知識・技術が苗木生産にどう役立ちましたか。 

４． 知識・技術は、苗木生産以外にどう役立ちましたか。 

５． 協議会に参加して、自分たちの活動にどう変化がありましたか。 

６． 協議会の情報をどう活用していますか。 

 

【ディスカッションの内容】2 時間にわたって行われたディスカッションで得られた主要なコメントは以下の通り。 
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１．プロジェクト活動に関する評価 

 設問 シートに記入された回答 関連するディスカッション 

森林官 苗木生産者・植林業者 

能
力
向
上
活
動 

１．プロジェクトに参加

して身に着けたものは

何ですか 

 苗木生産の技術 
 マネッジメント力 
 リーダーシップ 
 計画力 

 生産技術 
 計画性 
 マーケッティング力 

 学校では学べない現場の経験を得た 
 既に技術のある生産者に対しても、追加の知識を提

供できるようになった 
 更なる知識向上への意欲が湧いた 
 研修・協議会は、生産者・森林官双方にとって Win-Win

の知識を提供した 
２．その技術・知識を身

に着けるのに役立った

プロジェクト活動は何

ですか？ 

 研修 
 巡回指導 
 協議会への参加 

 技術指導（土壌の作り方、

土詰め、種の収穫等） 
 マーケッティング研修 

 プロジェクト作成のマニュアル。成人の生産者たちを

指導しなければならない森林官としての能力が身に着

けるのに大いに役立った。マニュアルの内容は、公務

員試験にも活用されるようになっている。 
 土壌や砂の混ぜ方に関する研修。混ぜる分量が分かっ

たことで、生産が大きく変化した。 
 マーケッティングに関する研修。研修以前は、販売が

正に課題であったが、宣伝の方法を学べた。 

３．その知識・技術が苗

木生産にどう役立ちま

したか。 

 講師としての能力が上がっ

た 
 対象グループ以外の苗木生

産者へも指導ができる 
 研修に参加していない森林

官に知識を普及できる 

 苗木の見分け方がわかった

（植林業者） 
 生産量が上がった 
 マーケッティング力があが

った 
 栽培種を多様化できた 

 収入の向上に役立った。生産計画のおかげで搬出率が

上がり、子供や同業者に自転車を買ってあげることが

できた。 
 これまでも知識はあったが、不足していた。研修を受

けてマーケティング（サインボードを立てる、売り込

みを行う等）を始めたところ、バイヤーを見つけるこ

とができた。これからの販売量は上向きになると予想

している。 
 マニュアルを活用して、苗木の質の点検に役立ててい

る。 
 研修を苗木生産に関する向上に役立てている。研修を

受けてポットを変えたら、質が大きく向上した。 
 苗畑ノートをつけるようになった 
 プロジェクトのマニュアルには、良質の種をどこで入

手し、どう保管するかが書いてあるので、質の見極め

にも役立つ。 
 苗木生産者自身が植林者でもある場合もあり、植林者

の中にも研修を受けたものがいる 
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４．知識・技術は、苗木

生産以外にどう役立ち

ましたか。 

 対象グループ以外の苗木生

産者へも指導ができる 
 研修に参加していない森林

官に知識を普及できる 
 身に着けた企画力をキャン

ペーンに生かせる 
 仕事を効率的にできるよう

になった 
 

 収入の向上 
 生産者としての仕事に幅が

広がった 
 収入向上で、子供の学費が

稼げた 

 キャンペーンの企画と実施 
 グループの組織化 
 出席者以外の人への知識の提供。研修を受けた森林官

たちが他の森林官や関係者に講習をしてあげた。 
 関係者とよく情報交換をするようになった。特にポッ

トの事は、他の人にも有用だった。 
 生活水準が向上した。 

協
議
会 

５．議会に参加して、自

分たちの活動にどう変化

がありましたか。 

 キャンペーンをより計画的

に行えるようになった 
 (苗木生産者等)グループの

組織化が行えるようになっ

た 
 自分達に有用な情報を得た

ことで、他の参加者にも知

識を分け与えたいと思える

ようになった 

 需給バランスが理解できる

ようになった 
 苗木の質の向上に生かせた

 
 

 苗木の需給調整が機能するようになった 
 キャンペーンが効率的に実施できるようになった。植

林にかかる基本構想は実施が難しいと思われたが、協

議会の存在がそれを可能にしてくれた。 
 関係者間のコミュニケーションは以前からあったが、

皆が一堂に会する機会を形式化・定期化したのはこの

協議会だ。その場で生産した苗木を披露することもで

きたし、同業者の連絡が密になったため、生産者も質

にこだわらざるをえなくなった。 
６．協議会の情報をどう

活用していますか。 
 参加していない人との情報

の交換 
 モニタリング活動全般 

 生産量の予測  生産の計画に活用

 「ワールド・カフェ」「Open Space」の手法を用いた

協議会を通し、斬新で新しいコミュニケーション技術

が身に着いた。他の機会にも活用している。 
 
 
２．今後への活用 
 
＜森林官＞ 
 森林モニタリングは我々の職務であり、その一環としての苗木生産者や他の森林官への啓蒙活動の実施自体は問題なく続けられる。また、関係者

の協議会を続けることも問題ない（注：開催費のことを考慮に入れた回答ではない）。ただ、定期的な巡回指導は難しい。政府が予算をつけると

は思えない。 
 今後の能力向上活動には、苗木生産者の協力も乞いたい。我々の巡回訪問を待たず、生産者達が別の用事でワガドゥグに来る機会には、積極的に

森林官に面会を求めてほしい。 
 JICA の支援は非常に有用であったので、是非延長してほしい。 
 優先樹種の選択は、JICA と共に調査し、地域の関係者皆で話し合って選んだ。その土地その土地に適切な種子を選択できたと思う。 
 
＜苗木生産者＞ 
 プロジェクトの終了を 6 か月前に連絡してくれてよかった。この 6 か月を利用して、今後自分たちが何をすべきか検討したい。 
 支援を続けてほしい。プロジェクトの専門家は、素晴らしい森林官のモデルであった。 
 習った技術を継続したい。 
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ブルキナファソ国苗木生産支援プロジェクト 

終了時評価 

現地ワークショップ報告（北部州） 

 

【日時】2012 年 10 月 6 日（金）10:00～13:00  

【場所】MEDD 北部州会議室 

【参加者】北部州局長、対象 4県局職員、森林官・苗木生産者・植林業者 計 16 名、MEDD 森林局 NC 代理、二澤専門家、滝永専門家、バジオモ

苗木プロジェクト・スタッフ、ガンソレ JICA プログラム・オフィサー 

【目的】北部州のターゲット・グループより、１）能力向上活動、２）協議会、３）活動の持続性について意見を聴取する。 

【プログラム】 10:00～10:20 全体説明 

 10:20～10:55 ディスカッション設問への回答記入 

 10:55～11:55 能力向上に関するディスカッション 

 11:55～12:15 コーヒーブレーク 

 12:15～12:50 協議会と今後の活動についてのディスカッション 

 12:50～13:00 プロジェクトより、今後の活動の説明 

【形式】 評価分析コンサルタントとプロジェクト専門家が予め準備した６つの設問（中央州議事録参照）に対し、個々人が回答をシートに

記入。記入したシートを、設問毎、更に回答者の職業別に分け、壁に貼り付ける。評価分析がファシリテーターとなり、その回答に関するデ

ィスカッションを行った。 

  

【ディスカッションの内容】2 時間にわたって行われたディスカッションで得られた主要なコメントは以下の通り。 

 
 設問 シートに記入された回答 関連するディスカッション 

県局/森林官 苗木生産者・植林業者 
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能
力
向
上
活
動 

１．プロジェクトに参加

して身に着けたものは

何ですか 

 グループを組織する能力 
 コーチングのスキル 
 計画性 
 関係者とコミュニケーショ

ンする能力 
 成人を指導する能力 
 接ぎ木の技術 
 マーケッティング 
 苗木ノートのつけ方 
 会計簿のつけ方 

 活着率を向上させること 
 土地の質の向上 
 苗木の技術 
 グループの組織化 
 計画性 

 プロジェクトから配布されたポットで、苗木の質が

改善した 
 需給をマッチさせるという概念を身に着けた 
 関係者が皆集まって話す初めての機会を与えられた 
 郡評議会の参加者が「参加することでこんなに苗木

生産が向上するとは思わなかった」と話すのを聞い

て、自分も参加した 
 自分は森林官だが、国の政策文書である植林キャン

ペーンに関する基本構想（CD）の内容をきちんと理

解できたのは、協議会のおかげだ。プロジェクトの

恩恵を受けた 2州は、他の州よりもよく CD を理解し

ている。 
 生産コストを下げることができた。 
 収入が向上し、子供の学費が稼げた。 
 苗を発芽させること、また発芽後適切に維持管理を

することは、以前は大きな課題であった。それをポ

ットや種の配布、接ぎ木技術の研修で、プロジェク

トが解決してくれた。 
 前は生産者が少なかった郡でも、研修や協議会の話

を聞いて、生産者が増えた 
 プロジェクトが、自分たちの弱みを指摘し、直して

くれたことが有難い。 
 森林官が苗木生産者からデータをとるようになった

ので、職務の幅が広がった。 
 ゾンドマ郡の自分か指導する苗畑では、プロジェク

ト開始時は 50,000 本であった生産量が現時点で

100,000 本に増えた。 
 接ぎ木は、ここに来ているほとんどの人間にとって

初めての経験だった。 
 セグネガ郡では、これまでマンゴーに接ぎ木をする

方法を知らなかった。よってバイヤーから求められ

る高品質の商品が作れなかった。プロジェクトでマ

ンゴーの接ぎ木を学び、２つの苗畑で実験したとこ

ろ、生産が格段に向上し、以前１つ 300CFA であった

販売価格が 700 に上がった。 
 生産者グループの組織化、また大人に対する指導は、

新しい試みだった。 
 ロロン郡ティタオ市には以前、生産者が１人しかな

かったが、研修や協議会の話を聞いて、今は６人に

なり、生産量も 500 本から 10,000 本に拡大した。 

２．その技術・知識を身

に着けるのに役立った

プロジェクト活動は何

ですか？ 

 研修 
 コーチング指導（説明や、

実技の後のデブリーフィン

グ） 
 巡回指導 
 情報交換 
 協議会 
 レフレッシャー研修 
 

 啓蒙活動 
 ポットと苗の支給。失敗が

減った 
 マーケッティング研修 
 協議会 
 苗木の質向上の研修 

３．その知識・技術が苗

木生産にどう役立ちま

したか。 

 苗畑の記録をとれるように

なった 
 接ぎ木の技術で新しい樹種

を根付かせることができた

 生産の推進 
 コーチング 
 マーケッティング 
 キャンペーンの企画 

 接ぎ木の技術 
 マーケッティング 
 生産の計画 

４．知識・技術は、苗

木生産以外にどう役立

ちましたか。 

 効率的な企画 

 地域のワークショップで、指

導の結果をフィードバック

できるようになった 

 キャンペーンが効率的に行

える 

 販売量が増えた 

 気候変動への対応 
 事業の企画 
 生計の向上。子供の学費がか

せげた。 
 よい土壌の選び方がわかる

ようになった 
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協
議
会 

５．議会に参加して、自

分たちの活動にどう変化

がありましたか。 

 関係者の連携が強化された

 企画力・計画力が身に着い

た 
 

 意識や職務に対するコミッ

トメントの変化 
 生産する苗木の質の変化 
 協議会でもらう資料で情報

が得られ、生産が大きく変

化 

 生産者の意識や行動に変化が芽生えた。以前は納期

を守らなかったのが、今は時間を守るようになった。 
 以前は苗木を買いたければ、生産者を見て選んだ。今

は市場を見て選ぶようになった。 
 バイヤーを見つけるコツを習得した。 
 今では、自分たちが指導をしていない畑から購買した

苗木を使って植林することはない。 
 得苗率が上がった。 
 2012 年 2 月に開催されたワークショップで、生産と需

要の収支を示すバランスシートを提示することができ

た。 

６．協議会の情報をどう

活用していますか。 
(質問５の回答参照) (質問５の回答参照) 

 
  
２．今後への活用 
「今後、資金等の課題を踏まえた上で、どの活動をどう継続するか」という問いに対する回答は以下のとおり。 
 
 
 協議会の開催にはお金がかかる。 

 関係者（森林官、植林者、苗木生産者）の間で、お互いの活動現場を視察する機会をつくるべきだ。 

 現場の人に責任感を持たせることは難しい。 

 プロジェクト活動の DVD や TV プログラムを作るべきだ。 

 巡回指導にはお金がかかるので定期的に実施できない。 

 （県局長より参加者に対し）課題を踏まえたうえで何ができるか、残りの 6 か月で何を成すべきか、自分たちで考えるべきだ。 

 今回対象となっていない生産者も今後対象にすべきだ。 

 プロジェクトを延長してほしい。 
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